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巻頭特集

COVID-19 Research Project
Withコロナ社会の
コミュニケーションを考える

熱溶解積層型３次元プリンタ用フィラメントの製造方法
特許第６８６０７７４号
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３次元プリンタ、繊維強化プラスチックス成形

１　フィラメント
２　熱可塑性を有するマトリックス樹脂
３　機能性ナノフィラー

配列番号１：Arg-Arg-Pro-Val-Asn-His-Phe（RRPVNHF）
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適用分野・用途

【目的】
従来の３Ｄプリンタ用フィラメントの可撓性等の取り扱い性や造形性を損なうこと
なく、フィラーの添加により熱可塑性マトリックス樹脂だけでは得られない所望の
機能が備わった造形物を得ることができる熱溶解積層型３Ｄプリンタ用フィラ
メントおよびその製造方法を提供することを目的としている。

【概要】
熱可塑性を有するマトリックス樹脂２と、この熱可塑性を有するマトリックス樹脂
２中に分散されたカーボンナノチューブ、カーボンナノファイバー、セルロースナノ
ファイバー、ナノクレイ等の機能性ナノフィラー３を含む機能性樹脂組成物によっ
て形成して造形物の高機能化を図るようにした。

【目的】
インフルエンザウイルスの粒子表面に存在し、ウイルスの標的細胞への結合に関わるヘマグルチニンに結合する新規ペプチドと、これを含む
インフルエンザウイルス感染症の予防・治療薬を提供することを目的としている。

【概要】
ヘマグルチニン結合ペプチドは、３つのリジン（Lys）が結合して形成された分子核構造の端部に位置する４つのアミノ基の各々に、配列番号１のペ
プチドモチーフが、直接またはスペーサーを介して結合している４価ペプチドである。
本ペプチドは、三量体であるヘマグルチンと「クラスター効果」により強固に結合し、インフルエンザウイルスの感染による細胞障害活性を阻害する
ことができ、効果的にインフルエンザ感染症を予防・治療することができる。

ヘマグルチニン結合ペプチドおよび
これを含むインフルエンザウイルス感染症の予防・治療薬
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特許番号

出願番号

権利者

適用分野・用途

発明者

登録日

出願日



巻頭特集

Withコロナ社会のコミュニ ケーションを考える

COVID-19 
Research Pr oject
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Hiroyuki

KATO 
Tsuneo OKUBO Masashi

FUJIMURA 
Tomomi

TSUKAGOSHI
Kazuhiko

同志社大学は「ポストコロナの新しい社会に向けて何を提言し、何を成すべきか」をテーマに掲げ、2020年7月より

COVID-19 Research Projectを実施してきました。このプロジェクトの研究成果報告として、2021年7月開催の第1回

オンラインシンポジウムを皮切りに、テーマごとに5回のシンポジウムを開催しました。今回は、2021年11月22日開催の

第5回オンラインシンポジウムの様子を報告します。
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分かりました。一方、政策（情報
信頼）や文化（新しい生活様式）
は、影響しないことが分かりま
した　　。これまでMLPをベー
スとした先行研究において、
6つの変数同士がどのように影
響し合うかについて言及した研
究がなかったので、今回の分析
でこの影響度を明らかにしたこ
とは大きな貢献だと思います。
　博報堂の東日本大震災に関
する調査で、東日本大震災の
後、防災意識や社会貢献の意
識は年々薄らいでいく一方、震
災時にインターネットを通じて
情報探索を行った人は、その
後もインターネットの利用率が
高いという傾向が見られまし
た。今回の調査でも、QRコード
決済アプリサービスを利用し
ていると回答した人の追跡調
査で、２０２０年下期で約８８％、
２０２１年上期もほぼ同数が
継続利用しているとの回答を
得ています。このことから、
COVID-19の影響が落ち着い
たとしても、デジタルツールの
利便性を知った人は、今後も使
い続けると予測されます。
　今後の課題は、分析に用い
たモデルの予測精度が６８．６％
とやや低めだったので、さらに
精度を高める必要があると考え

者行動に影響を与えるのか、ま
たその社会変化が新しいデジ
タルツールの普及にどのよう
に影響するのかについて議論
を行うものでした。分析対象と
しては「QRコード決済アプリ
サービス」としました。
　まず6つの要素（測定項目）を
COVID-19に関連する現象に置
き換えていきました。例えば、
「文化」はソーシャルディスタン
ス的な要素、「技術」はデジタル
ツールの普及および非接触型
サービスの利用頻度などです。
さらにこれを、吉田秀雄記念事
業財団が緊急事態宣言下で
行った量的調査データの項目
と結びつけて、分析のための変
数を設定しました　　。
　分析のフレームは、生活環境
が生活意識・構造に影響を与
え、消費者行動を変え、購買行動
に影響を与えることを示した生
活体系アプローチ（井関、1974
年）を前提にして、2項ロジス
ティック回帰分析を行いました。
　この結果から、QRコード決済
アプリサービスの普及に影響
する要因は、技術的要素（非接
触決済の程度やデジタル化な
ど）が最も強く、科学（感染不
安）、産業（働き方の変化や行
動制限など）も影響することが

回の研究の目的はCOVID-19
による大きな環境変化を伴う
現象が、消費行動やイノベー
ションの普及にどのような影響
を及ぼすのかを実証分析で明
らかにすることです。
　この研究をどのような枠組み
で進めるか検討する中で、行き
着いたのが、Dannenbergの
2020年の研究でした。彼は
COVID-19下のドイツ食品小売
業におけるe-grocery（ネット
スーパー）の普及についての事
例研究を行っており、この中で
使 わ れていたのが M L P
（Multi-Level Perspective）と
いうマクロ的な分析枠組でし
た。このMLPは、Geelsが2002
年に発表したMLPを基にし
たもので、それをブラシュアッ
プした論文が2019年に発表
されています。その枠組みで
は、横軸に時間の流れ、縦軸
に下から、ニッチな技術
（Niche-innovations）、社会技
術システム(Socio-technical 
s y s t em )、ランドスケープ
（Landscape）が配置されてい
ます。ニッチな技術が社会技術
システムに採用されるために
は、ランドスケープや社会技術
システムが影響を与えており、
また市場に受け入れられたニッ
チな技術は世の中の環境を変
えていくことを複層的に示して
います。さらに、社会技術システ
ムは、消費者行動（市場の選
好）・文化・技術・政策・産業構
造・科学の6つの要素で市場構
造を捉える枠組みです。私たち
の研究ではこの枠組みと要素
を引用することにしました。今
回の研究ではMLPの枠組み
に従いながら、COVID-19の環
境下で6つのどの要素が消費

　COVID-19パンデミックが私
たちの生活にもたらした大き
な変化の１つが、コミュニケー
ションではないでしょうか。今
回のシンポジウムもオンライン
開催ですが、遠隔でのコミュニ
ケーションツールが瞬く間に普
及し、これらを利用することが
日常になりました。私どもの教
育現場においても、また社会
におけるサービス提供や社会
インフラ、産業界においても、さ
まざまな新しいコミュニケー
ションの方法が提案され、実践
されています。一方で、対面で
のコミュニケーションの減少な
ど、検討課題も見えてきました。
COVID-19 Research Project
の最終シンポジウムとなる今回
は、「Withコロナ社会のコミュ
ニケーション」をテーマに取り
上げ、皆さまと一緒に考える機
会にしたいと思っております。

　COVID-19による職場の閉
鎖や移動の制限などで、経済
活動が大きく制限を受けまし
た。この状況下において、企業
や消費者を取り巻く環境の大
きな変化により、消費の意識や
行動も変化しました。そこで、今

り、JIT RALLシステムを用いた
実験室での実験が困難になり
ました。また、社会的にも遠隔学
習のニーズは高まっています。
　私たちは、DB-CALL／RALL
による遠隔会話訓練を実現す
るため、ロボットアバター支援
言語学習システム（以下、遠隔
アバター）を試作しました　   。
このシステムはロボットをコン
ピュータ上で3Dモデル化し、
ゲームエンジンで動かしていま
す。また、視線の向きや手の動
きなどにより、会話のターンを
明確化しています。
　今回の試作では、①遠隔に
よる対話訓練は対面訓練と同
程度に効果的か、また、対話
相手がロボットでもロボットア
バターでも訓練の効果は変わ
らないか、②遠隔にした場合
でも、対話訓練に学習者が集
中しているか、③学習者の印
象や意欲は対面訓練の場合
と変化がないか、の３点を検
証することを目的としました。
　実験では遠隔アバターを用
い、実験室と学習者のPCを
Zoomで接続して遠隔会話訓
練の環境を作りました。対話の
シナリオは、学習者の言語運用
能力に合わせて設計すること

欠けます。そこで、コンピュー
タの代わりに人型ロボットを
用いる会話訓練システム、
RALL（Robo t -Ass i s t ed 
Language Learning）が提案
されました。私たちの研究室
では２体のロボットによる英
会話に学習者を誘い込むJIT 
RALL（Joining-in-typeRALL）
システムの研究に取り組んでき
ました。２体のロボットを使う点
が特徴的であり、学習者が教
師役のロボットと生徒役ロボッ
トの会話を参考にして焦点を当
てた英語表現などを習得でき
るようになることが狙いです。し
かしCOVID-19の感染拡大によ

　グローバル化が進む中、第二
言語によるコミュニケーション
能力が欠かせないものとなりま
す。学校の外国語（英語）教育で
もコミュニケーション能力の訓
練に力を入れています。しかし、
授業中の会話練習だけでは
多くの学習者にとって十分な
量とは言えません。この課題
を解決するため、コンピュータ
を用いて一人で訓練できる
CALL(Computer-Assisted 
Language Learning)という
技術が研究されてきました。近
年では、音声認識の性能向上に
伴い、コンピュータと会話訓練を
行うDB-CALL（Dialogue-Based 
CALL)と呼ばれる技術への期
待が高まっています。
　しかし、コンピュータとの会
話訓練は臨場感や緊張感に

ています。また、今回の調査に
特化した測定尺度ではないた
め、質問項目の不足も課題と感
じています。これについては他
の非接触決済の併用状況など
も踏まえて、今後も継続的に調
べていきたいと思っています。

【視聴者からの質問】
Q：QRコード決済の場合は、
個々の消費傾向についてフィー
ドバックが可能になりますが、そ
の結果が消費行動に与える影
響について知見はありますか。
髙橋：QRコード決済の場合は、
利用履歴などの行動状況が企
業側に伝わります。そういう意味
でのフィードバックと理解してお
答えさせていただきます。おそら
く企業側は、利用場所やライフ
スタイルなどに合わせたキャン
ペーンや施策をしていくでしょ
う。企業が行動を測定し、反応し
ていくことで、よりアプリが改善
されていくと思われます。

どのリズムを互いに引き込むよ
うな現象があります。これを「引
き込み現象」といい、円滑なコ
ミュニケーションができるとい
われています。
　今回の研究課題は、このよう
な身体的なコミュニケーション
動作が視覚的に抑制されると
どうなるか、あるいはビデオコ
ミュニケーションと対面コミュニ
ケーションで身体動作がどのよ
うに異なるかを明らかにするこ
とを目的としています。本研究
課題では、情報の伝わりやすさ
を検証するため、「伝達感」と
「伝達度」という２つの指標を用
いました。「伝達感」とは情報を
正しく共有できていると感じた
度合い、「伝達度」は話し手の発
話内容が聞き手に正確に受け
取られた度合いです。
　まず、対面でノンバーバル情
報を視覚的に制御したコミュ
ニケーション実験を行いました
　　。対話者の間に調光ガラ
スを設置して、透過度を変化さ
せました。高視認性の場合は
互いの表情も身体動作も見え
ます。中視認性では表情は見え
ませんが、身体の動きは見え、
低視認性ではいずれも分から

ニメーションを作る必要があり
ます。そのような研究は以前か
ら行われていますが、この１年
の研究では到達できませんでし
た。取り組みについては今後検
討したいと思います。

 

　コミュニケーションにおいて、
言葉によらない情報を「ノン
バーバル情報」、言葉による情
報を「バーバル情報」と言いま
す。私たちは混雑した横断歩道
を渡る時、言葉を用いずとも視
線や体の向き、歩行速度といっ
たノンバーバルなコミュニケー
ションによって、人とぶつかり合
わずスムーズに渡ることができ
ます。これまでの研究で、メッ
セージ伝達にはノンバーバル
情報が大きな割合を占め、重要
な役割を果たしていることが示
されています。ノンバーバルコ
ミュニケーションには、うなず
き、瞬き、表情、身振り、手振りな

ルCは質問の理解に至っていな
い回答です。②については視線
計測装置でロボットに対する注
視率を測り、③については実験
参加者に対するアンケートを用
いました。
　３システムを比較した結果、遠
隔アバターでは、遠隔ロボット、
対面ロボット以上の学習効果が
得られました。注視率では、シス
テム間の差異はなく、また注視
率と学習効果に相関関係がな
いことがわかりました。一方で実
験参加者のロボットに対する注
視率は概して高く、注視率は集
中度の指標になる感触を得てい
ます。アンケートによる好感・親
近感に関する項目では、対面ロ
ボットの評価が高く、遠隔アバ
ターの改善が必要と思われまし
た。今後は、遠隔英会話訓練の
プラットホームとして活用してい
きたいと考えています。

【視聴者からの質問】
Q：口元の動きをフォローしたア
バターが可能であれば、ロボッ
トアバターより良いのではない
でしょうか？
加藤：そこまで作り込めなかっ
た、というのが正直なところで
す。もし口を動かすのであれ
ば、音と口の動きが対応したア

が重要であるため、学習者を２
つのグループに分けて異なる
シナリオを実行しました。高難
度グループは無生物主語と使
役動詞の使い方、低難度グルー
プは現在完了形と過去形の使
い方に焦点を当てました。比較
対象は、従来のJIT RALLシステ
ムを用いた遠隔訓練（以下、遠
隔ロボット）と、JIT RALLシステ
ムを用いた従来型の対面訓
練（以下、対面ロボット）としま
した 　。学習者のグループ分
けや会話シナリオはいずれも
共通です。
　この比較実験により①適切
な表現を用いた質問回答の学
習効果、②英会話訓練におけ
る学習者の集中度、③学習者
のシステムに対する印象、学習
意欲を測ります。実験参加者は
本学の日本人学生で、各シス
テム10名以上に６日間連続で
毎日約30分間、日替わりのシ
ナリオでシステムとの英会話
訓練を行ってもらいました。
　定量化するために、①につい
ては学習者の全回答を３つの
レベルに分類しました。レベル
Aは焦点を当てた文型を用い
た適切な回答、レベルBは内容
的には正しいが焦点を当てた
文型を用いていない回答、レベ

する程度のことです。公的自意
識が高いと他者の目を意識して
自己表出する傾向が強いとい
われています。よって、公的自意
識は顔呈示への敏感さと関連
するとの仮説を立てました。
　また、顔呈示への敏感さと
「共感性」との関係にも注目しま
した。「共感性」という概念には、
他者の心的状態を推測しようと
する「認知的な側面」と「感情的
な側面」があると言われていま
す。感情的な側面は「応答的」
「並行的」の2つで説明されま
す。応答的は他者が悲しんでい
たら助けてあげようといった反
応を示すこと、並行的は他者の
悲しみと同じように悲しい気持
ちになるようなことを指します。
この「認知的側面」「感情的側
面」にはさらに「自己指向的」
「他者指向的」という側面があ
ります。自己指向的な共感性
は、自己にフォーカスする強さと
関連しており、VCにおける自分
への顔呈示の抵抗感と関連す
ると考えました　   。
　実験の方法として、大学生５０
名にWeb調査を行いました。VC
に対する態度では、苦手、便利、
利用頻度などを質問項目としま
した。顔呈示への敏感さに対し
ては、友人・初対面・大学の講義
といった３つの社会的状況を想
定し、ビデオオンへの抵抗感な
どを質問しました。公的自意識
に関しては自意識尺度をもとに
公的自意識因子について、共感
性は多次元共感性尺度から認
知的側面、感情と感情的側面な
どの５因子について聞きました。
　その結果、ビデオオンへの抵
抗と、他者への顔呈示の抵抗感
は、パブリックな場面になるほ
ど上がることがわかりました。

デオにCGアバターを重畳合成し
て、話者の音声にタイミング良く
アバターがうなずくシステム設計
にも関わりました。このようなア
バターを表示することで理解が
深まるという結果は得ています。

　オンラインで授業をすると、
ほとんどの学生がビデオオフに
しています。対面であれば自分
の顔は必然的に相手に見えて
いるのに、オンライン授業では
ビデオオフにすることに疑問に
持ちました。このビデオ・コミュ
ニケーション（以下、VC）におけ
る顔呈示への抵抗感には、どう
いった心理的背景があるのか
を調べました。
　Web会議ツールでは自分の
顔画像が、相手の画面と自分の
画面にも呈示されます。多くの
Web会議ツールで、この２つは
一体化されており、「相手に自分
の顔を見られる（他者への顔呈
示）」と「自分の顔が常に視界に
入る（自分への顔呈示）」の２つ
の側面があります。VCにおいて
は、自分への顔呈示があること
が特徴的と言えます。
　では、自分の顔が自分に見え
ることや、相手に見えることが気
になるのは、どんな人なのか。心
理学には「公的自意識」という
概念があります。これは公の中
において自分に意識が向く程
度のことで、他者が自分にどの
ように思われているのかを意識

少、頭や身体の動作の減少が
見られ、対面の中視認性条件と
よく似た結果が得られました。
　これらの結果から、ビデオ
チャットではノンバーバル情報
が抑制されるため、バーバルを
中心とした情報の選択・注意、
理解に注意資源が割かれるこ
とで、伝達度が上がり、伝達感
が下がったと思われます　   。
コミュニケーションと注意資源
との関係性については今後、さ
らに検証を行っていきたいと考
えています。
　最後に、コミュニケーションに
影響を与えるものには、対面や
ビデオ、音声といった手段をは
じめ、話し手と聞き手の態度・動
作や役割・関係性、環境などが
あり、伝えたいもの（知識・事
実、感情）によって手段を選ぶこ
とが必要だと考えています。

【視聴者からの質問】
Q：リモート授業でタイムラグが
入ると、うなずきのタイミングが
ずれるので、自動うなずきロボッ
トないしアバターがあると、やり
やすいのではないでしょうか。
大久保：そうした研究はすでに
行われています。既存の講義ビ

ない状態です。また、対面（高視
認性）とビデオチャットという２
つのモードを比較し、それぞれ
の伝達感、伝達度、発話率、うな
ずきの同調数を調べました。
　その結果、伝達感については
高視認性条件が最も高く、低視
認性条件よりも中視認性条件
が低くなりました。伝達度が高
いのは中視認性、低視認性、高
視認性の順でした。高視認性の
伝達度が低いのは、情報処理
に必要な注意資源が視覚的な
ノンバーバル情報の処理に割
かれたため、バーバル情報へ
の注意資源が低くなったためと
考えられます。発話率、うなずき
の同調数などは、条件間に大き
な差は見られませんでした。
　一方、ビデオチャットと高視認
性条件の比較では、うなずき動
作は対面がビデオチャットより
も多く、また頭部の横方向の動
きでは対面がかなり多くなりま
した。ビデオチャットの場合は、
自身がカメラの画角に入ろうと
する意識、あるいは対話者の姿
を視認したいという欲求が、頭
部の動作を抑えていると考えら
れます。また、ビデオチャットで
の伝達度の増加、発話率の減

自分への顔呈示の抵抗感は、
状況別の差異はさほど見られ
ませんでした。また、ビデオオン
への抵抗感と顔呈示の敏感さに
関連があるのかということを、状
況別に調べました。他者への顔
呈示ではすべての状況で、自分
への顔呈示への敏感さは初対
面と講義で正の相関が見られま
した。次に、どんな人が顔呈示へ
の敏感さを持っているのかを調
べるために、公的自意識・共感
性と顔呈示の相関を調べまし
た。公的自意識については初対
面と講義において他者への顔
呈示への敏感さと、共感性では
すべての状況において感情的
な側面の自己指向的な反応が
自分への顔呈示の敏感さと、正

の相関が有意になりました　   。
　以上の実験から、講義などの
パブリックな状況では自分の顔
が見えることにより自分が評価
されること、意識が向くことにつ
ながったり、思考などの情報処
理が妨害されたりするため、ビデ
オオンへの抵抗感に関連してい
るのではないかと考えています。
他者への顔呈示のみならず自
分への顔呈示も自意識を高める
ため、公的自意識が高い人や自
己に焦点化された感情的共感
性が高い人は、自分への顔呈示
に敏感になると考えられます。
　まとめとして、VCにおける顔出
しへの抵抗感は、他者への顔呈
示だけではなく、画面に自分の
顔が映ることも理由といえます。

となると、顔呈示の機能を分離
できるようなWeb会議ツールの
設計が必要であると思います。
　VCには対面にはない利点とし
て時空間における自由度があり
ます。今後の展望として、対面との
同質性を求めるよりも、オンライン
の特質や長所を広げる方向性が
望ましいでしょう。また、会議や講
義など目的によってコミュニケー
ションを阻害する要因を探り出
し、システム設計や参加者への適
切な声かけといった対処方法を
検討することも重要と思います。

【視聴者からの質問】
Q：WEBツール上に生活空間が
背景として映り込んでしまうこと
や、同居人やアクセス環境の音

が入り込むことへのリスク意識
も共感性の自己指向的側面に
影響するといえるのでしょうか。
藤村：今回の研究では、自分の
顔が表示されるかどうかだけを
対象に調査を行い、背景や音と
いった側面は調査の対象としま
せんでした。自身の顔以外の個
人情報が相手に伝わってしまう
ことは想定しない、という前提
で調査を行ったものです。
　「共感性の自己指向的」はつ
まり、「自分に焦点化しやすい」
ということなので、顔以外のプ
ライベートな情報・状況が相手
に伝わることはVCのビデオオ
フという行動に影響を与える
可能性はあると考えます。
　今後、ご質問の点がビデオオ
フの要因となるか否か検討して
いく1つのテーマとなると考え
ています。 

　同志社大学では今回の
COVID-19 Research Projectを
きっかけに、特定課題に向けて
全学の研究力を結集するAll 
Doshisha Research Modelを構
築してまいりました。その結果、
大学のあらゆる学問分野から多
種多様な研究成果を生み出す
ことに成功し、オンラインシンポ
ジウムという形で、皆さまにご報
告する機会を実現できました。
2022年度からは“All Doshisha 
Research Model 2025”を目指
し、新たな世界の課題に取り組ん
でいく所存です。次年度以降も
多くの研究成果を皆さまに発信
していくことをお約束しまして、私
の挨拶とさせていただきます。
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※本講演内容に関する論文「COVID-19を
含めた環境要因が，QRコード決済アプリ
の利用行動に与える影響：マルチ・レベ
ル・パースペクティブ理論を背景に」は、
同 志 社 大 学 学 術 リ ポ ジ ト リ 
(https://doshisha.repo.nii.ac.jp/）より
ダウンロードできます。
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図 3 ロボットアバター支援言語学習システム

図 2 ２項ロジスティック回帰分析

図 1 MLPの制度変数と測定項目 予備分析の結果を踏まえて以下の変数を設定
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分かりました。一方、政策（情報
信頼）や文化（新しい生活様式）
は、影響しないことが分かりま
した　　。これまでMLPをベー
スとした先行研究において、
6つの変数同士がどのように影
響し合うかについて言及した研
究がなかったので、今回の分析
でこの影響度を明らかにしたこ
とは大きな貢献だと思います。
　博報堂の東日本大震災に関
する調査で、東日本大震災の
後、防災意識や社会貢献の意
識は年々薄らいでいく一方、震
災時にインターネットを通じて
情報探索を行った人は、その
後もインターネットの利用率が
高いという傾向が見られまし
た。今回の調査でも、QRコード
決済アプリサービスを利用し
ていると回答した人の追跡調
査で、２０２０年下期で約８８％、
２０２１年上期もほぼ同数が
継続利用しているとの回答を
得ています。このことから、
COVID-19の影響が落ち着い
たとしても、デジタルツールの
利便性を知った人は、今後も使
い続けると予測されます。
　今後の課題は、分析に用い
たモデルの予測精度が６８．６％
とやや低めだったので、さらに
精度を高める必要があると考え

者行動に影響を与えるのか、ま
たその社会変化が新しいデジ
タルツールの普及にどのよう
に影響するのかについて議論
を行うものでした。分析対象と
しては「QRコード決済アプリ
サービス」としました。
　まず6つの要素（測定項目）を
COVID-19に関連する現象に置
き換えていきました。例えば、
「文化」はソーシャルディスタン
ス的な要素、「技術」はデジタル
ツールの普及および非接触型
サービスの利用頻度などです。
さらにこれを、吉田秀雄記念事
業財団が緊急事態宣言下で
行った量的調査データの項目
と結びつけて、分析のための変
数を設定しました　　。
　分析のフレームは、生活環境
が生活意識・構造に影響を与
え、消費者行動を変え、購買行動
に影響を与えることを示した生
活体系アプローチ（井関、1974
年）を前提にして、2項ロジス
ティック回帰分析を行いました。
　この結果から、QRコード決済
アプリサービスの普及に影響
する要因は、技術的要素（非接
触決済の程度やデジタル化な
ど）が最も強く、科学（感染不
安）、産業（働き方の変化や行
動制限など）も影響することが

回の研究の目的はCOVID-19
による大きな環境変化を伴う
現象が、消費行動やイノベー
ションの普及にどのような影響
を及ぼすのかを実証分析で明
らかにすることです。
　この研究をどのような枠組み
で進めるか検討する中で、行き
着いたのが、Dannenbergの
2020年の研究でした。彼は
COVID-19下のドイツ食品小売
業におけるe-grocery（ネット
スーパー）の普及についての事
例研究を行っており、この中で
使 わ れていたのが M L P
（Multi-Level Perspective）と
いうマクロ的な分析枠組でし
た。このMLPは、Geelsが2002
年に発表したMLPを基にし
たもので、それをブラシュアッ
プした論文が2019年に発表
されています。その枠組みで
は、横軸に時間の流れ、縦軸
に下から、ニッチな技術
（Niche-innovations）、社会技
術システム(Socio-technical 
s y s t em )、ランドスケープ
（Landscape）が配置されてい
ます。ニッチな技術が社会技術
システムに採用されるために
は、ランドスケープや社会技術
システムが影響を与えており、
また市場に受け入れられたニッ
チな技術は世の中の環境を変
えていくことを複層的に示して
います。さらに、社会技術システ
ムは、消費者行動（市場の選
好）・文化・技術・政策・産業構
造・科学の6つの要素で市場構
造を捉える枠組みです。私たち
の研究ではこの枠組みと要素
を引用することにしました。今
回の研究ではMLPの枠組み
に従いながら、COVID-19の環
境下で6つのどの要素が消費

　COVID-19パンデミックが私
たちの生活にもたらした大き
な変化の１つが、コミュニケー
ションではないでしょうか。今
回のシンポジウムもオンライン
開催ですが、遠隔でのコミュニ
ケーションツールが瞬く間に普
及し、これらを利用することが
日常になりました。私どもの教
育現場においても、また社会
におけるサービス提供や社会
インフラ、産業界においても、さ
まざまな新しいコミュニケー
ションの方法が提案され、実践
されています。一方で、対面で
のコミュニケーションの減少な
ど、検討課題も見えてきました。
COVID-19 Research Project
の最終シンポジウムとなる今回
は、「Withコロナ社会のコミュ
ニケーション」をテーマに取り
上げ、皆さまと一緒に考える機
会にしたいと思っております。

　COVID-19による職場の閉
鎖や移動の制限などで、経済
活動が大きく制限を受けまし
た。この状況下において、企業
や消費者を取り巻く環境の大
きな変化により、消費の意識や
行動も変化しました。そこで、今

り、JIT RALLシステムを用いた
実験室での実験が困難になり
ました。また、社会的にも遠隔学
習のニーズは高まっています。
　私たちは、DB-CALL／RALL
による遠隔会話訓練を実現す
るため、ロボットアバター支援
言語学習システム（以下、遠隔
アバター）を試作しました　   。
このシステムはロボットをコン
ピュータ上で3Dモデル化し、
ゲームエンジンで動かしていま
す。また、視線の向きや手の動
きなどにより、会話のターンを
明確化しています。
　今回の試作では、①遠隔に
よる対話訓練は対面訓練と同
程度に効果的か、また、対話
相手がロボットでもロボットア
バターでも訓練の効果は変わ
らないか、②遠隔にした場合
でも、対話訓練に学習者が集
中しているか、③学習者の印
象や意欲は対面訓練の場合
と変化がないか、の３点を検
証することを目的としました。
　実験では遠隔アバターを用
い、実験室と学習者のPCを
Zoomで接続して遠隔会話訓
練の環境を作りました。対話の
シナリオは、学習者の言語運用
能力に合わせて設計すること

欠けます。そこで、コンピュー
タの代わりに人型ロボットを
用いる会話訓練システム、
RALL（Robo t -Ass i s t ed 
Language Learning）が提案
されました。私たちの研究室
では２体のロボットによる英
会話に学習者を誘い込むJIT 
RALL（Joining-in-typeRALL）
システムの研究に取り組んでき
ました。２体のロボットを使う点
が特徴的であり、学習者が教
師役のロボットと生徒役ロボッ
トの会話を参考にして焦点を当
てた英語表現などを習得でき
るようになることが狙いです。し
かしCOVID-19の感染拡大によ

　グローバル化が進む中、第二
言語によるコミュニケーション
能力が欠かせないものとなりま
す。学校の外国語（英語）教育で
もコミュニケーション能力の訓
練に力を入れています。しかし、
授業中の会話練習だけでは
多くの学習者にとって十分な
量とは言えません。この課題
を解決するため、コンピュータ
を用いて一人で訓練できる
CALL(Computer-Assisted 
Language Learning)という
技術が研究されてきました。近
年では、音声認識の性能向上に
伴い、コンピュータと会話訓練を
行うDB-CALL（Dialogue-Based 
CALL)と呼ばれる技術への期
待が高まっています。
　しかし、コンピュータとの会
話訓練は臨場感や緊張感に

ています。また、今回の調査に
特化した測定尺度ではないた
め、質問項目の不足も課題と感
じています。これについては他
の非接触決済の併用状況など
も踏まえて、今後も継続的に調
べていきたいと思っています。

【視聴者からの質問】
Q：QRコード決済の場合は、
個々の消費傾向についてフィー
ドバックが可能になりますが、そ
の結果が消費行動に与える影
響について知見はありますか。
髙橋：QRコード決済の場合は、
利用履歴などの行動状況が企
業側に伝わります。そういう意味
でのフィードバックと理解してお
答えさせていただきます。おそら
く企業側は、利用場所やライフ
スタイルなどに合わせたキャン
ペーンや施策をしていくでしょ
う。企業が行動を測定し、反応し
ていくことで、よりアプリが改善
されていくと思われます。

どのリズムを互いに引き込むよ
うな現象があります。これを「引
き込み現象」といい、円滑なコ
ミュニケーションができるとい
われています。
　今回の研究課題は、このよう
な身体的なコミュニケーション
動作が視覚的に抑制されると
どうなるか、あるいはビデオコ
ミュニケーションと対面コミュニ
ケーションで身体動作がどのよ
うに異なるかを明らかにするこ
とを目的としています。本研究
課題では、情報の伝わりやすさ
を検証するため、「伝達感」と
「伝達度」という２つの指標を用
いました。「伝達感」とは情報を
正しく共有できていると感じた
度合い、「伝達度」は話し手の発
話内容が聞き手に正確に受け
取られた度合いです。
　まず、対面でノンバーバル情
報を視覚的に制御したコミュ
ニケーション実験を行いました
　　。対話者の間に調光ガラ
スを設置して、透過度を変化さ
せました。高視認性の場合は
互いの表情も身体動作も見え
ます。中視認性では表情は見え
ませんが、身体の動きは見え、
低視認性ではいずれも分から

ニメーションを作る必要があり
ます。そのような研究は以前か
ら行われていますが、この１年
の研究では到達できませんでし
た。取り組みについては今後検
討したいと思います。

 

　コミュニケーションにおいて、
言葉によらない情報を「ノン
バーバル情報」、言葉による情
報を「バーバル情報」と言いま
す。私たちは混雑した横断歩道
を渡る時、言葉を用いずとも視
線や体の向き、歩行速度といっ
たノンバーバルなコミュニケー
ションによって、人とぶつかり合
わずスムーズに渡ることができ
ます。これまでの研究で、メッ
セージ伝達にはノンバーバル
情報が大きな割合を占め、重要
な役割を果たしていることが示
されています。ノンバーバルコ
ミュニケーションには、うなず
き、瞬き、表情、身振り、手振りな

ルCは質問の理解に至っていな
い回答です。②については視線
計測装置でロボットに対する注
視率を測り、③については実験
参加者に対するアンケートを用
いました。
　３システムを比較した結果、遠
隔アバターでは、遠隔ロボット、
対面ロボット以上の学習効果が
得られました。注視率では、シス
テム間の差異はなく、また注視
率と学習効果に相関関係がな
いことがわかりました。一方で実
験参加者のロボットに対する注
視率は概して高く、注視率は集
中度の指標になる感触を得てい
ます。アンケートによる好感・親
近感に関する項目では、対面ロ
ボットの評価が高く、遠隔アバ
ターの改善が必要と思われまし
た。今後は、遠隔英会話訓練の
プラットホームとして活用してい
きたいと考えています。

【視聴者からの質問】
Q：口元の動きをフォローしたア
バターが可能であれば、ロボッ
トアバターより良いのではない
でしょうか？
加藤：そこまで作り込めなかっ
た、というのが正直なところで
す。もし口を動かすのであれ
ば、音と口の動きが対応したア

が重要であるため、学習者を２
つのグループに分けて異なる
シナリオを実行しました。高難
度グループは無生物主語と使
役動詞の使い方、低難度グルー
プは現在完了形と過去形の使
い方に焦点を当てました。比較
対象は、従来のJIT RALLシステ
ムを用いた遠隔訓練（以下、遠
隔ロボット）と、JIT RALLシステ
ムを用いた従来型の対面訓
練（以下、対面ロボット）としま
した 　。学習者のグループ分
けや会話シナリオはいずれも
共通です。
　この比較実験により①適切
な表現を用いた質問回答の学
習効果、②英会話訓練におけ
る学習者の集中度、③学習者
のシステムに対する印象、学習
意欲を測ります。実験参加者は
本学の日本人学生で、各シス
テム10名以上に６日間連続で
毎日約30分間、日替わりのシ
ナリオでシステムとの英会話
訓練を行ってもらいました。
　定量化するために、①につい
ては学習者の全回答を３つの
レベルに分類しました。レベル
Aは焦点を当てた文型を用い
た適切な回答、レベルBは内容
的には正しいが焦点を当てた
文型を用いていない回答、レベ

する程度のことです。公的自意
識が高いと他者の目を意識して
自己表出する傾向が強いとい
われています。よって、公的自意
識は顔呈示への敏感さと関連
するとの仮説を立てました。
　また、顔呈示への敏感さと
「共感性」との関係にも注目しま
した。「共感性」という概念には、
他者の心的状態を推測しようと
する「認知的な側面」と「感情的
な側面」があると言われていま
す。感情的な側面は「応答的」
「並行的」の2つで説明されま
す。応答的は他者が悲しんでい
たら助けてあげようといった反
応を示すこと、並行的は他者の
悲しみと同じように悲しい気持
ちになるようなことを指します。
この「認知的側面」「感情的側
面」にはさらに「自己指向的」
「他者指向的」という側面があ
ります。自己指向的な共感性
は、自己にフォーカスする強さと
関連しており、VCにおける自分
への顔呈示の抵抗感と関連す
ると考えました　   。
　実験の方法として、大学生５０
名にWeb調査を行いました。VC
に対する態度では、苦手、便利、
利用頻度などを質問項目としま
した。顔呈示への敏感さに対し
ては、友人・初対面・大学の講義
といった３つの社会的状況を想
定し、ビデオオンへの抵抗感な
どを質問しました。公的自意識
に関しては自意識尺度をもとに
公的自意識因子について、共感
性は多次元共感性尺度から認
知的側面、感情と感情的側面な
どの５因子について聞きました。
　その結果、ビデオオンへの抵
抗と、他者への顔呈示の抵抗感
は、パブリックな場面になるほ
ど上がることがわかりました。

デオにCGアバターを重畳合成し
て、話者の音声にタイミング良く
アバターがうなずくシステム設計
にも関わりました。このようなア
バターを表示することで理解が
深まるという結果は得ています。

　オンラインで授業をすると、
ほとんどの学生がビデオオフに
しています。対面であれば自分
の顔は必然的に相手に見えて
いるのに、オンライン授業では
ビデオオフにすることに疑問に
持ちました。このビデオ・コミュ
ニケーション（以下、VC）におけ
る顔呈示への抵抗感には、どう
いった心理的背景があるのか
を調べました。
　Web会議ツールでは自分の
顔画像が、相手の画面と自分の
画面にも呈示されます。多くの
Web会議ツールで、この２つは
一体化されており、「相手に自分
の顔を見られる（他者への顔呈
示）」と「自分の顔が常に視界に
入る（自分への顔呈示）」の２つ
の側面があります。VCにおいて
は、自分への顔呈示があること
が特徴的と言えます。
　では、自分の顔が自分に見え
ることや、相手に見えることが気
になるのは、どんな人なのか。心
理学には「公的自意識」という
概念があります。これは公の中
において自分に意識が向く程
度のことで、他者が自分にどの
ように思われているのかを意識

少、頭や身体の動作の減少が
見られ、対面の中視認性条件と
よく似た結果が得られました。
　これらの結果から、ビデオ
チャットではノンバーバル情報
が抑制されるため、バーバルを
中心とした情報の選択・注意、
理解に注意資源が割かれるこ
とで、伝達度が上がり、伝達感
が下がったと思われます　   。
コミュニケーションと注意資源
との関係性については今後、さ
らに検証を行っていきたいと考
えています。
　最後に、コミュニケーションに
影響を与えるものには、対面や
ビデオ、音声といった手段をは
じめ、話し手と聞き手の態度・動
作や役割・関係性、環境などが
あり、伝えたいもの（知識・事
実、感情）によって手段を選ぶこ
とが必要だと考えています。

【視聴者からの質問】
Q：リモート授業でタイムラグが
入ると、うなずきのタイミングが
ずれるので、自動うなずきロボッ
トないしアバターがあると、やり
やすいのではないでしょうか。
大久保：そうした研究はすでに
行われています。既存の講義ビ

ない状態です。また、対面（高視
認性）とビデオチャットという２
つのモードを比較し、それぞれ
の伝達感、伝達度、発話率、うな
ずきの同調数を調べました。
　その結果、伝達感については
高視認性条件が最も高く、低視
認性条件よりも中視認性条件
が低くなりました。伝達度が高
いのは中視認性、低視認性、高
視認性の順でした。高視認性の
伝達度が低いのは、情報処理
に必要な注意資源が視覚的な
ノンバーバル情報の処理に割
かれたため、バーバル情報へ
の注意資源が低くなったためと
考えられます。発話率、うなずき
の同調数などは、条件間に大き
な差は見られませんでした。
　一方、ビデオチャットと高視認
性条件の比較では、うなずき動
作は対面がビデオチャットより
も多く、また頭部の横方向の動
きでは対面がかなり多くなりま
した。ビデオチャットの場合は、
自身がカメラの画角に入ろうと
する意識、あるいは対話者の姿
を視認したいという欲求が、頭
部の動作を抑えていると考えら
れます。また、ビデオチャットで
の伝達度の増加、発話率の減

自分への顔呈示の抵抗感は、
状況別の差異はさほど見られ
ませんでした。また、ビデオオン
への抵抗感と顔呈示の敏感さに
関連があるのかということを、状
況別に調べました。他者への顔
呈示ではすべての状況で、自分
への顔呈示への敏感さは初対
面と講義で正の相関が見られま
した。次に、どんな人が顔呈示へ
の敏感さを持っているのかを調
べるために、公的自意識・共感
性と顔呈示の相関を調べまし
た。公的自意識については初対
面と講義において他者への顔
呈示への敏感さと、共感性では
すべての状況において感情的
な側面の自己指向的な反応が
自分への顔呈示の敏感さと、正

の相関が有意になりました　   。
　以上の実験から、講義などの
パブリックな状況では自分の顔
が見えることにより自分が評価
されること、意識が向くことにつ
ながったり、思考などの情報処
理が妨害されたりするため、ビデ
オオンへの抵抗感に関連してい
るのではないかと考えています。
他者への顔呈示のみならず自
分への顔呈示も自意識を高める
ため、公的自意識が高い人や自
己に焦点化された感情的共感
性が高い人は、自分への顔呈示
に敏感になると考えられます。
　まとめとして、VCにおける顔出
しへの抵抗感は、他者への顔呈
示だけではなく、画面に自分の
顔が映ることも理由といえます。

となると、顔呈示の機能を分離
できるようなWeb会議ツールの
設計が必要であると思います。
　VCには対面にはない利点とし
て時空間における自由度があり
ます。今後の展望として、対面との
同質性を求めるよりも、オンライン
の特質や長所を広げる方向性が
望ましいでしょう。また、会議や講
義など目的によってコミュニケー
ションを阻害する要因を探り出
し、システム設計や参加者への適
切な声かけといった対処方法を
検討することも重要と思います。

【視聴者からの質問】
Q：WEBツール上に生活空間が
背景として映り込んでしまうこと
や、同居人やアクセス環境の音

が入り込むことへのリスク意識
も共感性の自己指向的側面に
影響するといえるのでしょうか。
藤村：今回の研究では、自分の
顔が表示されるかどうかだけを
対象に調査を行い、背景や音と
いった側面は調査の対象としま
せんでした。自身の顔以外の個
人情報が相手に伝わってしまう
ことは想定しない、という前提
で調査を行ったものです。
　「共感性の自己指向的」はつ
まり、「自分に焦点化しやすい」
ということなので、顔以外のプ
ライベートな情報・状況が相手
に伝わることはVCのビデオオ
フという行動に影響を与える
可能性はあると考えます。
　今後、ご質問の点がビデオオ
フの要因となるか否か検討して
いく1つのテーマとなると考え
ています。 

　同志社大学では今回の
COVID-19 Research Projectを
きっかけに、特定課題に向けて
全学の研究力を結集するAll 
Doshisha Research Modelを構
築してまいりました。その結果、
大学のあらゆる学問分野から多
種多様な研究成果を生み出す
ことに成功し、オンラインシンポ
ジウムという形で、皆さまにご報
告する機会を実現できました。
2022年度からは“All Doshisha 
Research Model 2025”を目指
し、新たな世界の課題に取り組ん
でいく所存です。次年度以降も
多くの研究成果を皆さまに発信
していくことをお約束しまして、私
の挨拶とさせていただきます。

「自分と他者の顔の認識」が
非対面コミュニケーションに
及ぼす影響

藤村 友美
同志社大学 心理学部 准教授

講演４

図 4 図 5

図 6

図 7

巻頭特集

ビデオコミュニケーション
における身体性の考察

大久保 雅史
同志社大学 理工学部 教授
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図 4 遠隔アバターと比較したシステム

JIT RALLを用いた遠隔訓繰
(遠隔ロボット)

学習者のグループ分けや会話シナリオはロボットアバターシステムと共通

JIT RALLを用いた対面訓繰
(対面ロボット)

図 5 対面コミュニケーションでの実験方法 図 6 実験結果から考察したコミュニケーションモデル

● 実験室の2体のNAOロボットを
　ビデオカメラで撮影し、
　学習者宅のPCとZoomで接続

● 2体のNAOロボットと対面で
　英会話訓練
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分かりました。一方、政策（情報
信頼）や文化（新しい生活様式）
は、影響しないことが分かりま
した　　。これまでMLPをベー
スとした先行研究において、
6つの変数同士がどのように影
響し合うかについて言及した研
究がなかったので、今回の分析
でこの影響度を明らかにしたこ
とは大きな貢献だと思います。
　博報堂の東日本大震災に関
する調査で、東日本大震災の
後、防災意識や社会貢献の意
識は年々薄らいでいく一方、震
災時にインターネットを通じて
情報探索を行った人は、その
後もインターネットの利用率が
高いという傾向が見られまし
た。今回の調査でも、QRコード
決済アプリサービスを利用し
ていると回答した人の追跡調
査で、２０２０年下期で約８８％、
２０２１年上期もほぼ同数が
継続利用しているとの回答を
得ています。このことから、
COVID-19の影響が落ち着い
たとしても、デジタルツールの
利便性を知った人は、今後も使
い続けると予測されます。
　今後の課題は、分析に用い
たモデルの予測精度が６８．６％
とやや低めだったので、さらに
精度を高める必要があると考え

者行動に影響を与えるのか、ま
たその社会変化が新しいデジ
タルツールの普及にどのよう
に影響するのかについて議論
を行うものでした。分析対象と
しては「QRコード決済アプリ
サービス」としました。
　まず6つの要素（測定項目）を
COVID-19に関連する現象に置
き換えていきました。例えば、
「文化」はソーシャルディスタン
ス的な要素、「技術」はデジタル
ツールの普及および非接触型
サービスの利用頻度などです。
さらにこれを、吉田秀雄記念事
業財団が緊急事態宣言下で
行った量的調査データの項目
と結びつけて、分析のための変
数を設定しました　　。
　分析のフレームは、生活環境
が生活意識・構造に影響を与
え、消費者行動を変え、購買行動
に影響を与えることを示した生
活体系アプローチ（井関、1974
年）を前提にして、2項ロジス
ティック回帰分析を行いました。
　この結果から、QRコード決済
アプリサービスの普及に影響
する要因は、技術的要素（非接
触決済の程度やデジタル化な
ど）が最も強く、科学（感染不
安）、産業（働き方の変化や行
動制限など）も影響することが

回の研究の目的はCOVID-19
による大きな環境変化を伴う
現象が、消費行動やイノベー
ションの普及にどのような影響
を及ぼすのかを実証分析で明
らかにすることです。
　この研究をどのような枠組み
で進めるか検討する中で、行き
着いたのが、Dannenbergの
2020年の研究でした。彼は
COVID-19下のドイツ食品小売
業におけるe-grocery（ネット
スーパー）の普及についての事
例研究を行っており、この中で
使 わ れていたのが M L P
（Multi-Level Perspective）と
いうマクロ的な分析枠組でし
た。このMLPは、Geelsが2002
年に発表したMLPを基にし
たもので、それをブラシュアッ
プした論文が2019年に発表
されています。その枠組みで
は、横軸に時間の流れ、縦軸
に下から、ニッチな技術
（Niche-innovations）、社会技
術システム(Socio-technical 
s y s t em )、ランドスケープ
（Landscape）が配置されてい
ます。ニッチな技術が社会技術
システムに採用されるために
は、ランドスケープや社会技術
システムが影響を与えており、
また市場に受け入れられたニッ
チな技術は世の中の環境を変
えていくことを複層的に示して
います。さらに、社会技術システ
ムは、消費者行動（市場の選
好）・文化・技術・政策・産業構
造・科学の6つの要素で市場構
造を捉える枠組みです。私たち
の研究ではこの枠組みと要素
を引用することにしました。今
回の研究ではMLPの枠組み
に従いながら、COVID-19の環
境下で6つのどの要素が消費

　COVID-19パンデミックが私
たちの生活にもたらした大き
な変化の１つが、コミュニケー
ションではないでしょうか。今
回のシンポジウムもオンライン
開催ですが、遠隔でのコミュニ
ケーションツールが瞬く間に普
及し、これらを利用することが
日常になりました。私どもの教
育現場においても、また社会
におけるサービス提供や社会
インフラ、産業界においても、さ
まざまな新しいコミュニケー
ションの方法が提案され、実践
されています。一方で、対面で
のコミュニケーションの減少な
ど、検討課題も見えてきました。
COVID-19 Research Project
の最終シンポジウムとなる今回
は、「Withコロナ社会のコミュ
ニケーション」をテーマに取り
上げ、皆さまと一緒に考える機
会にしたいと思っております。

　COVID-19による職場の閉
鎖や移動の制限などで、経済
活動が大きく制限を受けまし
た。この状況下において、企業
や消費者を取り巻く環境の大
きな変化により、消費の意識や
行動も変化しました。そこで、今

り、JIT RALLシステムを用いた
実験室での実験が困難になり
ました。また、社会的にも遠隔学
習のニーズは高まっています。
　私たちは、DB-CALL／RALL
による遠隔会話訓練を実現す
るため、ロボットアバター支援
言語学習システム（以下、遠隔
アバター）を試作しました　   。
このシステムはロボットをコン
ピュータ上で3Dモデル化し、
ゲームエンジンで動かしていま
す。また、視線の向きや手の動
きなどにより、会話のターンを
明確化しています。
　今回の試作では、①遠隔に
よる対話訓練は対面訓練と同
程度に効果的か、また、対話
相手がロボットでもロボットア
バターでも訓練の効果は変わ
らないか、②遠隔にした場合
でも、対話訓練に学習者が集
中しているか、③学習者の印
象や意欲は対面訓練の場合
と変化がないか、の３点を検
証することを目的としました。
　実験では遠隔アバターを用
い、実験室と学習者のPCを
Zoomで接続して遠隔会話訓
練の環境を作りました。対話の
シナリオは、学習者の言語運用
能力に合わせて設計すること

欠けます。そこで、コンピュー
タの代わりに人型ロボットを
用いる会話訓練システム、
RALL（Robo t -Ass i s t ed 
Language Learning）が提案
されました。私たちの研究室
では２体のロボットによる英
会話に学習者を誘い込むJIT 
RALL（Joining-in-typeRALL）
システムの研究に取り組んでき
ました。２体のロボットを使う点
が特徴的であり、学習者が教
師役のロボットと生徒役ロボッ
トの会話を参考にして焦点を当
てた英語表現などを習得でき
るようになることが狙いです。し
かしCOVID-19の感染拡大によ

　グローバル化が進む中、第二
言語によるコミュニケーション
能力が欠かせないものとなりま
す。学校の外国語（英語）教育で
もコミュニケーション能力の訓
練に力を入れています。しかし、
授業中の会話練習だけでは
多くの学習者にとって十分な
量とは言えません。この課題
を解決するため、コンピュータ
を用いて一人で訓練できる
CALL(Computer-Assisted 
Language Learning)という
技術が研究されてきました。近
年では、音声認識の性能向上に
伴い、コンピュータと会話訓練を
行うDB-CALL（Dialogue-Based 
CALL)と呼ばれる技術への期
待が高まっています。
　しかし、コンピュータとの会
話訓練は臨場感や緊張感に

ています。また、今回の調査に
特化した測定尺度ではないた
め、質問項目の不足も課題と感
じています。これについては他
の非接触決済の併用状況など
も踏まえて、今後も継続的に調
べていきたいと思っています。

【視聴者からの質問】
Q：QRコード決済の場合は、
個々の消費傾向についてフィー
ドバックが可能になりますが、そ
の結果が消費行動に与える影
響について知見はありますか。
髙橋：QRコード決済の場合は、
利用履歴などの行動状況が企
業側に伝わります。そういう意味
でのフィードバックと理解してお
答えさせていただきます。おそら
く企業側は、利用場所やライフ
スタイルなどに合わせたキャン
ペーンや施策をしていくでしょ
う。企業が行動を測定し、反応し
ていくことで、よりアプリが改善
されていくと思われます。

どのリズムを互いに引き込むよ
うな現象があります。これを「引
き込み現象」といい、円滑なコ
ミュニケーションができるとい
われています。
　今回の研究課題は、このよう
な身体的なコミュニケーション
動作が視覚的に抑制されると
どうなるか、あるいはビデオコ
ミュニケーションと対面コミュニ
ケーションで身体動作がどのよ
うに異なるかを明らかにするこ
とを目的としています。本研究
課題では、情報の伝わりやすさ
を検証するため、「伝達感」と
「伝達度」という２つの指標を用
いました。「伝達感」とは情報を
正しく共有できていると感じた
度合い、「伝達度」は話し手の発
話内容が聞き手に正確に受け
取られた度合いです。
　まず、対面でノンバーバル情
報を視覚的に制御したコミュ
ニケーション実験を行いました
　　。対話者の間に調光ガラ
スを設置して、透過度を変化さ
せました。高視認性の場合は
互いの表情も身体動作も見え
ます。中視認性では表情は見え
ませんが、身体の動きは見え、
低視認性ではいずれも分から

ニメーションを作る必要があり
ます。そのような研究は以前か
ら行われていますが、この１年
の研究では到達できませんでし
た。取り組みについては今後検
討したいと思います。

 

　コミュニケーションにおいて、
言葉によらない情報を「ノン
バーバル情報」、言葉による情
報を「バーバル情報」と言いま
す。私たちは混雑した横断歩道
を渡る時、言葉を用いずとも視
線や体の向き、歩行速度といっ
たノンバーバルなコミュニケー
ションによって、人とぶつかり合
わずスムーズに渡ることができ
ます。これまでの研究で、メッ
セージ伝達にはノンバーバル
情報が大きな割合を占め、重要
な役割を果たしていることが示
されています。ノンバーバルコ
ミュニケーションには、うなず
き、瞬き、表情、身振り、手振りな

ルCは質問の理解に至っていな
い回答です。②については視線
計測装置でロボットに対する注
視率を測り、③については実験
参加者に対するアンケートを用
いました。
　３システムを比較した結果、遠
隔アバターでは、遠隔ロボット、
対面ロボット以上の学習効果が
得られました。注視率では、シス
テム間の差異はなく、また注視
率と学習効果に相関関係がな
いことがわかりました。一方で実
験参加者のロボットに対する注
視率は概して高く、注視率は集
中度の指標になる感触を得てい
ます。アンケートによる好感・親
近感に関する項目では、対面ロ
ボットの評価が高く、遠隔アバ
ターの改善が必要と思われまし
た。今後は、遠隔英会話訓練の
プラットホームとして活用してい
きたいと考えています。

【視聴者からの質問】
Q：口元の動きをフォローしたア
バターが可能であれば、ロボッ
トアバターより良いのではない
でしょうか？
加藤：そこまで作り込めなかっ
た、というのが正直なところで
す。もし口を動かすのであれ
ば、音と口の動きが対応したア

が重要であるため、学習者を２
つのグループに分けて異なる
シナリオを実行しました。高難
度グループは無生物主語と使
役動詞の使い方、低難度グルー
プは現在完了形と過去形の使
い方に焦点を当てました。比較
対象は、従来のJIT RALLシステ
ムを用いた遠隔訓練（以下、遠
隔ロボット）と、JIT RALLシステ
ムを用いた従来型の対面訓
練（以下、対面ロボット）としま
した 　。学習者のグループ分
けや会話シナリオはいずれも
共通です。
　この比較実験により①適切
な表現を用いた質問回答の学
習効果、②英会話訓練におけ
る学習者の集中度、③学習者
のシステムに対する印象、学習
意欲を測ります。実験参加者は
本学の日本人学生で、各シス
テム10名以上に６日間連続で
毎日約30分間、日替わりのシ
ナリオでシステムとの英会話
訓練を行ってもらいました。
　定量化するために、①につい
ては学習者の全回答を３つの
レベルに分類しました。レベル
Aは焦点を当てた文型を用い
た適切な回答、レベルBは内容
的には正しいが焦点を当てた
文型を用いていない回答、レベ

する程度のことです。公的自意
識が高いと他者の目を意識して
自己表出する傾向が強いとい
われています。よって、公的自意
識は顔呈示への敏感さと関連
するとの仮説を立てました。
　また、顔呈示への敏感さと
「共感性」との関係にも注目しま
した。「共感性」という概念には、
他者の心的状態を推測しようと
する「認知的な側面」と「感情的
な側面」があると言われていま
す。感情的な側面は「応答的」
「並行的」の2つで説明されま
す。応答的は他者が悲しんでい
たら助けてあげようといった反
応を示すこと、並行的は他者の
悲しみと同じように悲しい気持
ちになるようなことを指します。
この「認知的側面」「感情的側
面」にはさらに「自己指向的」
「他者指向的」という側面があ
ります。自己指向的な共感性
は、自己にフォーカスする強さと
関連しており、VCにおける自分
への顔呈示の抵抗感と関連す
ると考えました　   。
　実験の方法として、大学生５０
名にWeb調査を行いました。VC
に対する態度では、苦手、便利、
利用頻度などを質問項目としま
した。顔呈示への敏感さに対し
ては、友人・初対面・大学の講義
といった３つの社会的状況を想
定し、ビデオオンへの抵抗感な
どを質問しました。公的自意識
に関しては自意識尺度をもとに
公的自意識因子について、共感
性は多次元共感性尺度から認
知的側面、感情と感情的側面な
どの５因子について聞きました。
　その結果、ビデオオンへの抵
抗と、他者への顔呈示の抵抗感
は、パブリックな場面になるほ
ど上がることがわかりました。

デオにCGアバターを重畳合成し
て、話者の音声にタイミング良く
アバターがうなずくシステム設計
にも関わりました。このようなア
バターを表示することで理解が
深まるという結果は得ています。

　オンラインで授業をすると、
ほとんどの学生がビデオオフに
しています。対面であれば自分
の顔は必然的に相手に見えて
いるのに、オンライン授業では
ビデオオフにすることに疑問に
持ちました。このビデオ・コミュ
ニケーション（以下、VC）におけ
る顔呈示への抵抗感には、どう
いった心理的背景があるのか
を調べました。
　Web会議ツールでは自分の
顔画像が、相手の画面と自分の
画面にも呈示されます。多くの
Web会議ツールで、この２つは
一体化されており、「相手に自分
の顔を見られる（他者への顔呈
示）」と「自分の顔が常に視界に
入る（自分への顔呈示）」の２つ
の側面があります。VCにおいて
は、自分への顔呈示があること
が特徴的と言えます。
　では、自分の顔が自分に見え
ることや、相手に見えることが気
になるのは、どんな人なのか。心
理学には「公的自意識」という
概念があります。これは公の中
において自分に意識が向く程
度のことで、他者が自分にどの
ように思われているのかを意識

少、頭や身体の動作の減少が
見られ、対面の中視認性条件と
よく似た結果が得られました。
　これらの結果から、ビデオ
チャットではノンバーバル情報
が抑制されるため、バーバルを
中心とした情報の選択・注意、
理解に注意資源が割かれるこ
とで、伝達度が上がり、伝達感
が下がったと思われます　   。
コミュニケーションと注意資源
との関係性については今後、さ
らに検証を行っていきたいと考
えています。
　最後に、コミュニケーションに
影響を与えるものには、対面や
ビデオ、音声といった手段をは
じめ、話し手と聞き手の態度・動
作や役割・関係性、環境などが
あり、伝えたいもの（知識・事
実、感情）によって手段を選ぶこ
とが必要だと考えています。

【視聴者からの質問】
Q：リモート授業でタイムラグが
入ると、うなずきのタイミングが
ずれるので、自動うなずきロボッ
トないしアバターがあると、やり
やすいのではないでしょうか。
大久保：そうした研究はすでに
行われています。既存の講義ビ

ない状態です。また、対面（高視
認性）とビデオチャットという２
つのモードを比較し、それぞれ
の伝達感、伝達度、発話率、うな
ずきの同調数を調べました。
　その結果、伝達感については
高視認性条件が最も高く、低視
認性条件よりも中視認性条件
が低くなりました。伝達度が高
いのは中視認性、低視認性、高
視認性の順でした。高視認性の
伝達度が低いのは、情報処理
に必要な注意資源が視覚的な
ノンバーバル情報の処理に割
かれたため、バーバル情報へ
の注意資源が低くなったためと
考えられます。発話率、うなずき
の同調数などは、条件間に大き
な差は見られませんでした。
　一方、ビデオチャットと高視認
性条件の比較では、うなずき動
作は対面がビデオチャットより
も多く、また頭部の横方向の動
きでは対面がかなり多くなりま
した。ビデオチャットの場合は、
自身がカメラの画角に入ろうと
する意識、あるいは対話者の姿
を視認したいという欲求が、頭
部の動作を抑えていると考えら
れます。また、ビデオチャットで
の伝達度の増加、発話率の減

自分への顔呈示の抵抗感は、
状況別の差異はさほど見られ
ませんでした。また、ビデオオン
への抵抗感と顔呈示の敏感さに
関連があるのかということを、状
況別に調べました。他者への顔
呈示ではすべての状況で、自分
への顔呈示への敏感さは初対
面と講義で正の相関が見られま
した。次に、どんな人が顔呈示へ
の敏感さを持っているのかを調
べるために、公的自意識・共感
性と顔呈示の相関を調べまし
た。公的自意識については初対
面と講義において他者への顔
呈示への敏感さと、共感性では
すべての状況において感情的
な側面の自己指向的な反応が
自分への顔呈示の敏感さと、正

の相関が有意になりました　   。
　以上の実験から、講義などの
パブリックな状況では自分の顔
が見えることにより自分が評価
されること、意識が向くことにつ
ながったり、思考などの情報処
理が妨害されたりするため、ビデ
オオンへの抵抗感に関連してい
るのではないかと考えています。
他者への顔呈示のみならず自
分への顔呈示も自意識を高める
ため、公的自意識が高い人や自
己に焦点化された感情的共感
性が高い人は、自分への顔呈示
に敏感になると考えられます。
　まとめとして、VCにおける顔出
しへの抵抗感は、他者への顔呈
示だけではなく、画面に自分の
顔が映ることも理由といえます。

となると、顔呈示の機能を分離
できるようなWeb会議ツールの
設計が必要であると思います。
　VCには対面にはない利点とし
て時空間における自由度があり
ます。今後の展望として、対面との
同質性を求めるよりも、オンライン
の特質や長所を広げる方向性が
望ましいでしょう。また、会議や講
義など目的によってコミュニケー
ションを阻害する要因を探り出
し、システム設計や参加者への適
切な声かけといった対処方法を
検討することも重要と思います。

【視聴者からの質問】
Q：WEBツール上に生活空間が
背景として映り込んでしまうこと
や、同居人やアクセス環境の音

が入り込むことへのリスク意識
も共感性の自己指向的側面に
影響するといえるのでしょうか。
藤村：今回の研究では、自分の
顔が表示されるかどうかだけを
対象に調査を行い、背景や音と
いった側面は調査の対象としま
せんでした。自身の顔以外の個
人情報が相手に伝わってしまう
ことは想定しない、という前提
で調査を行ったものです。
　「共感性の自己指向的」はつ
まり、「自分に焦点化しやすい」
ということなので、顔以外のプ
ライベートな情報・状況が相手
に伝わることはVCのビデオオ
フという行動に影響を与える
可能性はあると考えます。
　今後、ご質問の点がビデオオ
フの要因となるか否か検討して
いく1つのテーマとなると考え
ています。 

　同志社大学では今回の
COVID-19 Research Projectを
きっかけに、特定課題に向けて
全学の研究力を結集するAll 
Doshisha Research Modelを構
築してまいりました。その結果、
大学のあらゆる学問分野から多
種多様な研究成果を生み出す
ことに成功し、オンラインシンポ
ジウムという形で、皆さまにご報
告する機会を実現できました。
2022年度からは“All Doshisha 
Research Model 2025”を目指
し、新たな世界の課題に取り組ん
でいく所存です。次年度以降も
多くの研究成果を皆さまに発信
していくことをお約束しまして、私
の挨拶とさせていただきます。

I N F O R M A T I O N

All Doshisha Research Model
All Doshisha Research Model とは、複数の異分野の研究者が、社会的課題について互いの研究を理解する場を設け、異分野間の連携・
交流を図り、多様な研究の存在を可視化することで、新たな研学の創造に繋げるための研究モデルです。総合大学としての持ち味を存分
に活かし、あらゆる立場や領域から、「知」を集約することにより、価値ある方向性を含む内容として、広く社会へ情報発信することを使命と
しています。
同志社大学は中期行動計画「同志社大学ビジョン2025」においてAll Doshisha Research Modelの創出を掲げており、2020年度は世界的な
脅威となったCOVID-19パンデミックに立ち向かう緊急研究課題を立ち上げました。2022年度からは“All Doshisha Research Model 2025”
として、持続可能社会を目指すSDGs研究に新たに取り組んでまいります。
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ポストコロナ社会で「誰一人取り残さない」ためのアクセシビリティを考える

政策学部 教授

研究開発推進機構 助手

文化情報学部 教授

川口 章

村上 紗央里

阪田 真己子

 「With コロナ社会のダイバーシティを考える」第1回 2021.7.28

子どもと親のメンタルヘルスに対する学校閉鎖の影響

新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)スパイクタンパクの受容体結合部位を標的とした新規COVID-19治療薬の開発

新型コロナウイルス受容体の発現を抑制する物質の探索

偽陰性判定の低減と利便性の高さを特長とした小型PCRデバイス創製のための基盤研究

共非線形性分析手法による新型コロナウイルスの影響要因分析

研究開発推進機構 特別任用助教

生命医科学部 助教

生命医科学部 助教

理工学部 教授

理工学部 教授

岸田 広平

髙橋 美帆

三田 雄一郎

橋本 雅彦

大崎 美穂

 「With コロナ社会の健康・医療を考える」第2回 2021.8.31

新型コロナ対策の有効性認知に潜む陥穽

新型コロナ対応行動への変容

自治体の情報発信と予防行動

新型コロナ対応策とその影響の日独比較

心理学部 教授

商学部 准教授

政策学部 教授

文化情報学部 教授

中谷内 一也

瓜生原 葉子

野田 遊

鄭 躍軍

 「With コロナ時代の社会と行動を考える」第3回 2021.10.15

火葬か土葬か―コロナ時代における疫学的公共善と宗教的自由の両立

イスラーム世界における新型コロナ感染症に対するレジリエンス

地域協力機関のCOVID-19の対策とポスト・コロナにおける国際協力のあり方について

コロナウイルス流行により生じる世界のアジア人・アジア系に対するヘイトに関する研究

グローバル・スタディーズ研究科 教授

グローバル・スタディーズ研究科 教授

グローバル地域文化学部 准教授

グローバル地域文化学部 教授

中西 久枝

内藤 正典

アイスン ウヤル

和泉 真澄

 「With コロナ社会の国際課題を考える」第4回 2021.10.26

アフターコロナ時代における価値観変化とデジタル・コミュニケーション―QRコード決済アプリの利用行動を対象に―

コンピュータ・ロボット支援言語学習のオンライン環境における効果測定

ビデオコミュニケーションにおける身体性の考察

「自分と他者の顔の認識」が非対面コミュニケーションに及ぼす影響

商学部 教授

理工学部 教授

理工学部 教授

心理学部 准教授

髙橋 広行

加藤 恒夫

大久保 雅史

藤村 友美

 「With コロナ社会のコミュニケーションを考える」第5回  2021.11.22

COVID-19 Research Project
COVID-19 Research Projectは、2020年5月にAll Doshisha Research Modelの試行として同志社大学全
学より募集した「新型コロナウイルス感染症に関する緊急研究課題」による研究プロジェクトです。全応募課題
に研究費を投じて、77課題の研究を立ち上げました。「健康・医療」、「社会・経済」、「教育・文化・生活」の3領
域、治療、検査・分析、予防・感染対策、制度・システム、経営・働き方、国際、教育、文化・生活様式、コミュニケー
ションの9分野からなり、学内のあらゆる研究分野から、ポストコロナ社会への足掛かりとなる研究課題を実施
しました。研究成果は大学ウェブサイトにて公開しています。

https://kikou.doshisha.ac.jp/
reactivities/covid-19research/

symposium.html

シンポジウムの動画はこちら
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　BioJapanは創薬、医療･診断、ヘルスケア、研究用機器･試薬などのライフサイエンス分野におけるグローバルなパートナリング
イベントです。本学からは毎年、産学連携を目指すテーマを出展しており、今年は生命医科学部の市川寛教授と齋藤直人准教授
が出展しました。
　市川教授は、「超音波照射による酸化ストレス耐性誘導を介した老化関連疾患予防法の開発」というテーマで、安全基準内
の超音波を短時間照射することで生体の抗酸化能が向上し、健康維持や健康寿命延
伸が期待される研究成果を発表しました。日常生活で用いることができる超音波照射
装置の開発を共に目指す企業とのパートナリングを目指しました。
　齋藤准教授は、「生細胞リアルタイム解析用の遺伝子発現型cAMP緑色蛍光プロー
ブの開発」と題し、代謝調節など多様な生理的応答を媒介する細胞内伝達物質『環状
ヌクレオチド一リン酸（cAMP）』の動態評価ツールとなる緑色蛍光プローブを紹介しま
した。本プローブは生きた細胞での観察が簡便であり、従来のプローブと比較して
cAMPに対する特異性とリアルタイム性に優れているという点をアピールしました。
　コロナ禍の影響を受け、昨年同様に海外からの出展・来場は少ない状況でしたが、国
内の企業や研究機関の出展は賑わいを取り戻しつつあるようでした。本学ブースへも
多くの方が足を運んでくださり、本学の研究成果を多くの方に知っていただくことがで
きました。これを契機に実用化へ向けて一歩踏み出せるようなマッチングの成立が期待
されます。

　11月および12月に開催された両イベントに、大学院スポーツ健康科学研究科の福岡義之教授が「アスリートアイシングや熱中症に有効
なマイクロ炭酸アイスバス」と題し、研究発表・展示を行いました。
　この研究では、マイクロバブル炭酸ガスを溶解させた20℃の冷水に対象部位を浸漬することで、冷却しながらも血管は拡張し血流が促
進することを見出しました。熱放散による抗炎症と血流による疲労回復を両立させ、速やかなパフォーマンス改善や熱中症予防が期待さ
れ、スポーツクラブや工事現場での活用が望めることを紹介しました。イノベーションストリームKANSAIでは、研究成果を体感できるモデル
装置を用意し、来場の方にマイクロバブル炭酸冷水に手をつけていただきました。体験された皆さまからは、「じんわりとする不思議な感覚」
との感想をいただきました。
　ポスター展示や動画上映、そして実体験を通して来場者の方々とはたいへん有意義な情報交換をすることができました。また同時開催の
WEB展示においても多数のアクセスをしていただきました。この研究成果をもとにアイスバス装置が実用化されることを目指している本学
としては、今後の展開が期待される機会となりました。

2021年10月13日（水）～10月15日（金）

パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）

2021年12月8日（水）～12月10日（金） 幕張メッセ（千葉県千葉市）

2021年11月9日（火）

クリエイション・コア東大阪
（大阪府東大阪市）

「BioJapan 2021」に出展 「MOBIO産学連携オフィス
  テーマ別大学・高専合同研究シーズ発表会」、
「イノベーションストリームKANSAI 2021」に出展

MOBIO産学連携オフィステーマ別
大学・高専合同研究シーズ発表会
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　ファーマラボEXPOは日本最大級の医療・創薬分野の展示会です。この展示会で開催された「アカデミックフォーラム」（アカ
デミアが研究シーズを産業界に紹介する場）に本学から3題を出展しました。

火災などで発生する有毒ガス成分を排出する人工ヘモグロビン薬剤

ナノ/マイクロファイバーを応用した機能性スキャホールドと組織モデル

超音波とMRの同時撮像マルチモダリティ・イメージング

理工学部 北岸 宏亮 教授

生命医科学部 森田 有亮 教授 

生命医科学研究科 秋山 いわき 教授

　理工学部の北岸宏亮教授は、人工ヘムタンパク質モデル錯体を体内に投与すること
で、火災ガスの中でも特に毒性の高い一酸化炭素（CO）やシアン化水素（HCN）を同時
に除去できる薬剤を紹介しました。
　生命医科学部の森田有亮教授は、細胞活性維持や生態環境模倣が可能なエレクト
ロスピニングによる機能性ナノ/マイクロファイバー足場や、薬剤効果などが検証可能
なハイブリッド組織モデルを紹介しました。
　生命医科学研究科の秋山いわき教授は、MRIの高磁場環境下で使用可能な超音波
プローブを試作し、超音波とMRの同時撮像によるマルチモダリティ・イメージングを行
うシステムの開発について発表を行いました。
　今回は新型コロナウイルスの感染拡大状況が落ちついていたこともあり、本学ブー
スおよび口頭発表へは医薬品・医療関連企業の方々を中心に多数ご来場いただき、発
表者と有意義な議論が展開されました。

「第3回ファーマラボEXPO
  アカデミックフォーラム」に出展

リエゾンオフィス産官学連携コーディネーター、
D-eggインキュベーション・マネージャーを担当し
ている岡村昌彦です。新聞記者、一般社団法人京
都知恵産業創造の森のコーディネーターを経て、
１月から同志社大学で働いています。新聞社時代
に大学の取材を通して研究の面白さにはまりまし
た。人文社会科学系を中心に、研究室にお邪魔し
ていろいろお話をお伺いしたいと思っています。ま
た、研究成果の社会への還元を推進して参ります。
お気軽にご相談下さい。よろしくお願い致します。

リエゾンオフィス 産官学連携コーディネーター
D-egg（同志社大学連携型企業家育成施設）

インキュベーション・マネージャー

岡村 昌彦
おかむら まさひこ

D-egg入居者の方への経営支援、地域や大学
で起業をお考えの方からの相談、産学連携や
産産連携のコーディネートなどを通じて、大学
発の技術等を活かした事業の創造や地域産業
の発展にお役立ちしたいと考えています。入居
者や相談を頂いた方々の課題や制約事項など
を理解して、入り込み、手助け、提案型でサポー
トできるよう努めています。

D-egg（同志社大学連携型企業家育成施設）
チーフインキュベーション・マネージャー

十河 太治
そごう たいじ

２０２１年４月よりD-eggの担当となりました。
京都府出身で大学まで京都で過ごし、東京での
勤務後、ご縁があり、再び京都の地に戻って勤
務することになりました。D-eggでは、同志社大
学、京田辺市と連携し、同志社大学発ベン
チャー、京田辺発ベンチャーの創出・事業拡大の
サポートをしております。

D-egg（同志社大学連携型企業家育成施設）
BIコーディネーター

【所属】独立行政法人 中小企業基盤整備機構 近畿本部
【担当】入居企業及び地域企業の新事業展開支援の統括

【所属】独立行政法人 中小企業基盤整備機構 近畿本部
【担当】施設運営統括

桑原 隆成
くわばら たかしげ

着 任 紹 介

2021年12月14日（火）～12月15日（水）

グランフロント大阪・ナレッジキャピタル
コンベンションセンター（大阪府大阪市）

イノベーションストリーム
KANSAI 2021

展示タイトル 発表者
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●   アーツカウンシルにおける
　「アームズ・レングスの原則」に関する考察
●   公立文化ホールの運営を巡る議会と行政との関係性に
   関する研究 : 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホールを事例として

https://kendb.doshisha.ac.jp/pro

file/ja.827dbfe966e77032.html

研究者DB

『アーツカウンシル 
―アームズ・レングスの現実を超えて―』
（水曜社、2017年）太下 義之  経済学部 経済学科 教授

専攻分野 文化政策／創造経済

研究テーマ

ルが及ばないよう、『腕の長さ』に例
えられる、一定の距離を保つ必要
があるという概念です。『アームズ
レングスの原則』は、ケインズが提
唱したとされ、それが定説になって
いるのですが、実はケインズは
『アームズレングス』について一言
も言っていません。もともとは国際
的な企業における海外子会社の独
立性という国際経済学の分野で使
われていた言葉です。ケインズは
『アームズレングス』には全く言及し
ていませんが、芸術や芸術家は政
府から自由であるべきだと考えて
いました。こうしたアーツカウンシ

「アーツカウンシル」が第二次世界
大戦直後の1946年に誕生してい
る。敵国だったナチス・ドイツが前
衛芸術等を退廃芸術とみなし、弾
圧したことを反面教師にしたのだ。
「政府からの支援配分を決めたの
は官僚ではなく、文化の専門家た
ちからなるアーツカウンシルという
組織でした。その初代理事長は経
済学者として著名なケインズです。
彼は一流の教養人であり、芸術愛
好家でした。このアーツカウンシル
の基本理念として、『アームズレング
スの原則』があります。これは、芸術
文化に政府の直接的なコントロー

かせない。
　一方で、「創造経済」「創造産業」
という概念がある。太下教授は
2000年代初頭、民間シンクタンク
に在籍した際、日本のマンガやアニ
メを「クールジャパン」として海外へ
売り出す政策立案にも関わった。
「文化性やクリエイティビティが国・
地域の発展の源になるため支援す
るという発想があります。これが創
造経済の考え方です」。
　クールジャパンの源流は先行し
たイギリスの「クールブリタニア」で
あり、それ以前には文化支援のた
めの政府の専門的な評議会として

　公的な助成金はさまざまな分野
で活用されている。なかでも文化芸
術のように、その成果が計量化しに
くい対象には、どのようなルールで
予算が配分されているのだろうか。
例えば、鑑賞者が少なくても芸術的
な意義・価値の高い舞台公演など
を長期的に運営するにはチケット
収入や民間の協賛だけでは十分で
はなく、助成金によるサポートが欠

とが多いとされる。そこで、情動を
刺激し、認知症の予防や初期認知
症の進行緩和に寄与するために、
認知症の患者と家族が絵を鑑賞し
て対話するプログラムが国立西洋
美術館等で実施されている。これら
の絵画は感情に働きかけ、感動を
呼び起こす。こうした一般的なアー
ト鑑賞の発展形として、「アール・ブ
リュット」作品を活用する取り組み
が上述した「福福連携」である。障
害者が描いたアール・ブリュット作
品は、一般的な常識にとらわれな
い発想で描かれており、認知症患
者に対して、よりインパクトをもたら
すと考えられる。「障害者が生み出
したアートで認知症の方を支援す
る」という太下教授の「福福連携」
への提案は、令和2年度、文化庁の
2次補正予算で「文化芸術収益力
強化事業」として採択された。その
社会実験の結果、認知症患者の会
話量が増加したり、介護者や家族
との関係が改善したりという成果
が見られたのである。
　文化という領域を縦横無尽に
コーディネートしていくモチベー
ション、新たな価値観による創造経
済の行方に注目したい。
 

的なオペラを上演するため、四面舞
台のある大きな施設が計画されま
した。オペラ（または他の文化分野）
を偏重すべきかどうかという議論
がなされないまま建物ができてし
まったことが真の課題です。本質的
な議論を避ける傾向は、社会全体
にあります。ホールを作ろうとなっ
たときに、本当は何が必要なのかと
いう検討がなされなかったのでは
ないでしょうか」と分析する。文化芸
術という価値を判定しにくい対象
だからこそ、これまでの事例を検証
し、文化政策の視点も踏まえた提言
を示していくことが重要だろう。

　太下教授が文化芸術の新たな
役割として期待するのが、高齢者
（特に認知症の）福祉と障害者福祉
を連結する「福福連携」という新し
い概念だ。認知症とは、認知機能が
低下し、日常生活全般に支障が出
てくる状態である。ただし、認知能
力が衰えても、情動は維持されるこ

化施設が多数整備された時期です
　   。この現象の背景を調べると、実
は文化政策ではなく、日米構造協議
に起因していました。アメリカが日本
との貿易赤字を減らすため、日本政
府に対して内需拡大を強く要請し
た、つまり経済問題による外圧だっ
たのです。国は積極的に自治体に
とって有利な条件の地方債の制度
を作り、活用を促進。文化施設は道
路や橋などの公共工事よりもイメー
ジが良かったためでしょうか、全国
の自治体で文化施設が建設されま
した。そして、文化施設を建てると管
理が必要になり、その管理のために
文化財団も多数できたというわけで
す。したがって、文化政策とは異な
る文脈で文化施設や文化財団が作
られたのだと考えています」。文化
庁は2011年度から日本版アーツカ
ウンシルを導入し始めたが、それ以
前から自治体文化財団の一部が、
アーツカウンシルに近い、地域の文
化振興の役割も担ってきた。
　太下教授は公立文化ホールの運
営を巡る議会と行政との関係性を
論文で発表し、滋賀県で2008年に
起きた「びわ湖ホール」の事例を
テーマに取り上げた　　。莫大な
予算規模、滋賀県民以外の利用比
率が高い点、オペラ上演への偏重
が議会で問題視されたのだ。「本格

ルとアームズレングスの研究で芸
術学の博士号を取得したことは、私
が文化政策に関してより深く考察す
るきっかけとなっています」。　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　

　

　それでは、日本の公的文化政策に
おける文化芸術への支援はどのよう
な状況にあるのだろうか。文化庁の
年間予算が約1,000億円という水準
は、先進国の中で最も低いという。
　「予算確保された公的助成金の配
分には多様な考え方があり、後から
その使い方を称賛されたり、逆に批
判されたりすることもあります。それ
らを研究・検証して現代の学問として
提言していくのも文化政策論という
領域の役割です」。現在、日本国内
に存在するアーツカウンシルは10
余り。まだ少ないと言われているが、
一方で自治体が文化財団という役
割の近い組織を作っている。太下教
授は文化財団について研究した結
果、その設立が1990年代前半に集
中しているという事実を突き止めた。
「全国で1,224館にのぼる公立の文

図 1

資料 1

研究者をたずねて ｜ ０1

文化政策研究の出発点は、
アーツカウンシルの基本理念
「アームズレングス」にあり

創造経済の事例を検証し、
まちづくりの視点も踏まえた
提言につなげていく

アール・ブリュットなど
表現活動を通じた
「福福連携」の可能性

アーツカウンシル

アームズレングス アール・ブリュット

KEYWORD PROFILEGOALS 研究の目標
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太下 義之
経済学部
経済学科
教授

「芸術の持つ力を
 社会で活かす
 本質的な文化政策を。」

文化芸術政策を経済学から考察

［URL］

文化政策 創造都市 アーツカウンシル研究を通じた知見の文化政策への提言

「アール・ブリュット」作品による福福連携の実現
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図 1 新規開館した文化施設の数

一般社団法人 地域創造の「平成26年度地域の公立文化施設実態調査」から

資料 1 研究対象となったびわ湖ホールの外観
（2014年7月28日、太下先生撮影）
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「日本語感動詞「うん」の
意味・機能の分類から
音声的特徴の分析へ」
が掲載された
学会誌『音声研究』

https://kendb.doshisha.ac.jp/pro

file/ja.f03d98e7251972a1.html

研究者DB

須藤 潤   グローバル・コミュニケーション学部 グローバル・コミュニケーション学科 准教授
専攻分野 音声コミュニケーション（音声学・会話分析）

研究テーマ
●  感動詞・応答詞を含む発話の音調パターンと機能について
●  日本語教育の観点から見た非流暢性

クセントの高低以外の特徴的な変
動はないのに対し、話者が相手に
強く言い張る場合は、普通の疑問
文とは違う形で文末の音が高くな
る。日本語話者は無意識のうちに
この音の高低に関わる2つの要素
を使いこなしているが、ネイティブ
ではない日本語学習者にとってこ
れらの習得は容易ではない。須藤
准教授は感動詞の音の高低をアク
セントやイントネーションによって
分析・分類し、使い方のパターンを
提示することで、より効果的な日本
語学習を実現できるように努めて
いる。

　須藤准教授は、書き言葉に比べ
研究が進んでいなかった領域であ
る話し言葉としての日本語に迫る
べく、発音・発声といった音声的特
徴や会話の流れなどの分析を行っ
ている。研究する上で鍵となるのが
アクセントとイントネーションだ。例
えば東京方言の「雨」ならば「あ」
が高くて「め」が低いというように、
単語がもつ音の高さの決まりをア
クセントと呼ぶ。一方、イントネー
ションは文単位の音の高低で意
思・感情を表現することを指す。具
体例を挙げると、「明日雨が降る」と
いう文でも、事象を伝える場合はア

の須藤准教授は言語学の中でも、
日本語の感動詞について研究を
行ってきた。「母語として不自由なく
使っていますが、日本語は不思議
な事実に満ちているとあらためて
感じます。特に興味深いのが話し
言葉です。文法などの法則に意識
的に従う書き言葉と違い、無意識
のうちに発せられる話し言葉は、書
き言葉の構造では想像もつかない
バリエーションを生み出していま
す。なかでも声の高低や音の長さ
などさまざまな要素を変化させるこ
とで意思・感情を伝える感動詞に
焦点を当てています」。

　「あっ」「うん」「え！」。これらは驚
き、悲しみ、詠嘆などの感動を音声
そのままの形で表す感動詞と呼ば
れる言葉だ。何気ない日常会話で
頻繁に使用されるが、日本語を母
語とする話者は一見意味を持たな
いように思われるこの言葉を巧み
に操り、感情や態度の細やかな
ニュアンスを自然に伝えている。グ
ローバル・コミュニケーション学部

の在り方について、在留外国人の
視点に立ち、検討を行っている。誰
もが理解しやすい公的文書・掲示
物の特徴を明示しようと研究を進
めている。「災害や感染症のリスク
が増加している今、行政と住民の
情報共有が重要になります。日本
語に慣れ親しんでいる私たちは、
気づかないうちに難しい言葉や長
文を使用してしまいがちです。地域
住民には日本語が母語でない人
もいることを考慮して、情報発信す
る必要があります　    」。今後は
ハンドブック制作や講習会の開催
などを手がける予定だ。相互理解
の第一歩は、相手の視点に立って
わかりやすく話すことだと須藤准
教授は言う。誰一人取り残さない
社会の実現が叫ばれる今だからこ
そ、「言葉のバリアフリー化」を目
指すその研究に熱い視線が注が
れている。

気づいたこと、悪気がないといっ
た意味合いが含まれているでしょ
う。感動詞の使い方と人に与える
印象との結びつきについて掘り下
げたいです」。

　将来的には、用法や発音方法、
使用場面をまとめた感動詞専門の
会話辞典の制作が目標と語る須
藤准教授。研究の軸となるのは、
ネイティブではない日本語話者に
寄り添う姿勢だ。その活動は日本
語教育や音声学というカテゴリー
を越え、地域社会でもその知見を
発揮している。京田辺市との連携
研究事業では、自治体の情報発信

徴の分析へ』という論文にまとめら
れている。
　「うん」以外にも幅広く感動詞の
音声的特徴を研究する須藤准教授
は、近年、イントネーションによって
パターンを分類しようと試みてい
る。感動詞も他の言葉と同様に、ア
クセントとイントネーションが組み合
わさって会話の中で意味を持つが、
感動詞だけで文が成立するため、2
つを明確に区別することは困難を
極める。そこで、アクセントよりもイン
トネーションを優先した音調になる
事例が多い点を考慮して、イント
ネーションに着目。「日本語教育の
観点から見た非流暢性」という研
究では、イントネーションに音の長
さという要素を加えて、感動詞の音
の高低の6つパターンを試案とし
て提示した         。このような須藤
准教授の研究成果が日本語教育
の現場で活用され、日本語学習の
助けとなるだろう。
  日常会話の音響分析といった事
例の少ないテーマを扱い、音声学
のなかでもオリジナリティあふれ
る研究を展開する須藤准教授。今
後は、感動詞の使い方から日本人
特有の意思表示や態度について、
文化的背景も踏まえて解明しよう
としている。「電車の中で隣の人の
靴を踏んでしまったとき、『あ、すみ
ません』と謝罪の前に感動詞が使
われます。その『あ』には、今まさに

　須藤准教授がまず注目したのは
「うん」という感動詞だ。「主に親し
い間柄で使用されるこの言葉は、
『うんうん』と短く繰り返して相槌を
打つようなものから、考え事をして
いるような『うーん』と低い声で長音
を伴うものまで、バラエティに富ん
でいます。母音だけでできている単
純な構成の言葉だからこそ、音の
高さや長さの変化で、その人の考
えや気持ちを示していると考えてい
ます」。日本語感動詞「うん」を対象
とした研究を始めた当初、「うん」と
いう感動詞は、書き言葉に関して辞
書などにまとめられている一方で、
話し言葉においては音声と意味・
機能に関する対応関係の分類が
ほぼ行われていなかった。そこで、
「うん」の音声的特徴を明らかにす
るため、須藤准教授はテレビドラマ
の音声を文字化し、登場する「うん」
の発話を音響分析した。「ドラマを
対象にした理由は、自然発話よりも
感動詞の意味・機能が会話の流れ
から明らかだからです。この研究を
通じて音声的な側面から『うん』を
分類することができました」。この
研究成果は『日本語感動詞「うん」
の意味・機能の分類から音声的特

資料 1 自治体の情報発信の例

表 1 感動詞の韻律パターン

表 1
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即応調

肯定調

不可解調

考えこみ調

感心調

反語調

平坦調

急下降調or上昇下降調

疑問型上昇調

平坦調

強調型上昇調

アクセントによる音調＋疑問型上昇調

短

中

中

長 延伸可

長 延伸可

中

パターン イントネーション 長さ

音の高低や長短で
複雑な意思・感情を
表現する感動詞

ドラマや日常会話を
分析対象として活用し、
独自性の高い研究を展開

日本語非母語話者に
寄り添う姿勢が
研究の根底にある

イントネーション 日本語教育
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「日本語を音と機能で分類し
 学習者に役立つ
 指標を提示する。」

音声から感動詞を分析

［URL］
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音声分析 感動詞 日本語の感動詞の韻律的特徴の分類・整理

日本語学習者の感動詞習得をめぐる諸問題の解明
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漢字が苦手な人は掲示内容を理解できず、漢字が読める人でも、ぱっと見た
だけでは「駅周辺は禁煙」という理解でとどまりそうだが、本来発信したい情
報は「禁煙」だけではないのではと須藤准教授は指摘する。
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